
　
Ｒ
Ｘ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会

社 

（
旧
社
名
＝
リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ

シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
、
田
中
岳
志
社

長
、
東
京
都
）
は
、
展
示
会
業
界

に
よ
り
策
定
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
基
に
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
た

上
で
、「
第
２
回
国
際
文
具
・
紙

製
品
展
」（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｔ
関
西
）
を

９
月
29
日
～
10
月
１
日
ま
で
、
イ

ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催
す
る
。

　
今
回
で
第
２
回
目
と
な
る
「
Ｉ

Ｓ
Ｏ
Ｔ
関
西
」
は
、雑
貨
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
な
ど
の
商

談
展
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
Ｗ
ｅ
ｅ

ｋ
関
西
」
内
で
開
催
。
関
連
８
展

で
、
前
回
比
約
２
倍
の
２
５
０
社

が
出
展
す
る
。

　
会
期
中
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
戦

略
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
ト

レ
ン
ド
の
テ
ー
マ
で
無
料
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
業
界
か
ら
は
和
気

文
具
の
岸
井
祥
司
社
長
が
「
フ
ォ

ロ
ワ
ー
18
万
人
、
和
気
文
具
の
独

自
イ
ン
ス
タ
戦
略
と
、
リ
ア
ル
へ

の
波
及
効
果
と
は
」
と
題
し
て
、

10
月
1
日
午
後
３
時
～
４
時
に
講

演
を
行
う
。

　「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｔ
関
西
」
の
文
具
関

連
の
出
展
社
と
主
な
出
展
製
品

は
、
ア
モ
ル
フ
（
ス
マ
ホ
ノ
ー
ト

ケ
ー
ス
）、
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｌ
　
Ｄ
ｅ
ｓ

ｉ
ｇ
ｎ
（
学
生
向
け
の
自
己
管
理

手
帳
）、エ
ポ
ッ
ク
ケ
ミ
カ
ル
（
新

感
覚
蛍
光
マ
ー
カ
ー
）、
エ
レ
コ

ム
（
Ｉ
Ｔ
周
辺
関
連
製
品
）、
大

栗
紙
工
（
日
本
文
具
大
賞
受
賞
の

ｍ
ａ
ｈ
ｏ
ｒ
ａ
ノ
ー
ト
、
産
廃
米

か
ら
作
っ
た
ノ
ー
ト
）、
カ
ミ
イ

ソ
通
商
（
着
物
柄
の
マ
ス
キ
ン

グ
テ
ー
プ
）、
ｋ
ｌ
ｅ
ｉ
ｄ
（
ｋ

ｌ
ｅ
ｉ
ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
）、

グ
ラ
ボ
テ
ッ
ク
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
彫
刻
機
、
刻
印
器
）、
尚
雅
堂

（
和
文
具
）、
タ
グ
ス
テ
イ
シ
ョ
ナ

リ
ー
（
海
外
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の

コ
ラ
ボ
に
よ
る
エ
ッ
グ
ン
ワ
ー
ク

ス
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
）、
竹
野
（
紙

加
工
品
）
な
ど
。

　
ま
た
、
同
時
開
催
展
で
は
大
阪

で
新
規
開
催
の
「
国
際
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
グ
ッ
ズ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
関
西
」
に

内
閣
府
認
証
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
特
設
ブ
ー
ス
（
２
号
館
、
Ｋ

37
―
６
）
に
セ
キ
セ
イ
が
出
展
す

る
。
同
ブ
ー
ス
に
は
、
セ
キ
セ
イ

の
ほ
か
、
サ
ン
ト
リ
ー
、
大
和
ハ

ウ
ス
工
業
、
み
ず
ほ
銀
行
、
全
国

学
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

の
趣
旨
に

賛
同
し
た
企
業
が
多
数
参
加
す

る
。

　
ま
た
、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
Ｗ

ｅ
ｅ
ｋ
関
西
」
と
同
会
期
に
、
イ

ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催
の
「
第

２
回
国
際
化
粧
品
開
発
展
大
阪
」

に
、紙
の
専
門
商
社
・
竹
尾
が
ブ
ー

ス
出
展
。竹
尾
ブ
ー
ス
で
は
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
向
け
の
新
た
な
紙
素
材

「
フ
ァ
イ
ン
モ
ー
ル
ド
」
と
「
フ
ァ

イ
ン
フ
ル
ー
ト
」を
紹
介
。「
フ
ァ

イ
ン
モ
ー
ル
ド
」
は
、
多
様
な
原

料
で
つ
く
る
パ
ル
プ
モ
ー
ル
ド

で
、
回
収
し
た
廃
材
や
古
紙
を
混

ぜ
抄
紙
す
る
こ
と
も
で
き
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
製
品
開
発
に
役
立

つ
。「
フ
ァ
イ
ン
フ
ル
ー
ト
」
は

段
ボ
ー
ル
の
機
能
に
色
紙
の
美
し

さ
を
掛
け
合
わ
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
あ
ふ
れ
る
素
材
。
こ
れ
ら
２

つ
の
新
し
い
紙
素
材
で
、
脱
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
取
り
組
み
を
提
案
す

る
。

　
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
協
議
会
（
西

村
貞
一
代
表
幹
事
＝
一
般
社
団
法

人
大
阪
文
具
工
業
連
盟
理
事
長
、

黒
田
章
裕
代
表
幹
事
＝
大
阪
紙
製

品
工
業
会
会
長
、
舟
橋
正
剛
幹
事

＝
中
部
文
具
工
業
協
同
組
合
理
事

長
）
主
催
の
国
内
最
大
の
文
具
・

紙
製
品
の
祭
典
「
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

Ｅ
２
０
２
１
」
は
、
既
報
の
よ
う

に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
昨
年
と

同
様
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
７
月
21
日
～
８
月

31
日
ま
で
開
催
し
た
が
、
新
し
く

「
日
本
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
大
賞
」

を
創
設
。
大
賞
は
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ノ
ー
マ

ル
、
ア
ッ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
エ
コ
、ア
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
、ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
の
５
部
門
で
構
成
し
、

「
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
動
ホ
ッ
チ
キ
ス

（
マ
ッ
ク
ス
）」
を
グ
ラ
ン
プ
リ
に

選
ん
だ
ほ
か
、
最
優
秀
賞
４
点
や

優
秀
賞
な
ど
を
選
ん
だ
。

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
に

は
、
７
月
21
日
～
８
月
31
日
ま
で

の
会
期
40
日
間
に
延
べ
来
場
ア
ク

セ
ス
数
22
万
３
６
４
０
回
の
閲
覧

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
結
果
を
受
け

て
同
協
議
会
で
は
、
９
月
14
日
午

後
３
時
か
ら
大
賞
の
発
表
及
び
表

彰
式
と
記
者
会
見
を
開
催
し
、
西

村
貞
一
代
表
幹
事
や
梶
田
安
彦
実

行
委
員
長
、
水
谷
豊
副
実
行
委
員

長
、
美
馬
隆
士
幹
事
、
山
形
博
志

情
報
化
委
員
長
、
池
田
文
彦
専
務

理
事
ら
が
出
席
し
て
今
年
の
傾
向

や
特
徴
、
出
品
社
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
一
部
と
し
て
自
由

度
の
高
い
出
品

方
式
な
ど
の
声

を
紹
介
し
た
。

　
西
村
代
表
幹

事
は
「
ペ
ー
ジ

ビ
ュ
ー
が
昨
年

は
約
10
万
、
今

年
は
22
万
と
な

り
倍
増
し
た
。

新
し
い
来
場
者

も
多
く
来
て
い

る
し
、
成
果
を

上
げ
た
と
思
っ

て
い
る
。
こ
ん

ご
も
大
阪
か
ら

情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。

　
こ
の
後
、
梶
田
実
行
委
員
長
や

水
谷
副
実
行
委
員
長
ら
か
ら
「
今

回
は
約
20
人
ほ
ど
の
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
Ｅ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
動
員
、
そ
れ

ぞ
れ
が
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
持
っ
て
お

り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
を

多
方
面
に
拡
散
、効
果
を
上
げ
た
」

こ
と
や
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
イ
ン
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
数
１
２
０
万
件
超
な

ど
を
発
表
し
た
。

　
次
回
も
リ
ア
ル
（
マ
イ
ド
ー
ム

お
お
さ
か
）、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
両
会
場

方
式
を
予
定
し
て
い
る
と
し
た
。

　
日
本
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
大
賞
の

最
優
秀
賞
に
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ノ
ー

マ
ル
部
門
で
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
動

ホ
ッ
チ
キ
ス
（
マ
ッ
ク
ス
）、ア
ッ

ト
オ
フ
ィ
ス
部
門
で
ネ
ー
ム
印
、

キ
ャ
ッ
プ
レ
ス
６
（
シ
ヤ
チ
ハ

タ
）、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
エ
コ
部
門
で
ミ

ニ
６
穴
シ
ス
テ
ム
手
帳
メ
リ
ー

ゴ
ー
ラ
ン
ド
（
メ
モ
リ
ス
ト
）、

ア
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
部
門
で
Ａ
Ｃ
Ｌ

Ｅ
Ａ
ボ
ッ
ク
ス
ペ
ン
ケ
ー
ス
（
Ｌ

Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
　
Ｌ
Ａ
Ｂ
．）、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
部
門
で
オ
リ
パ
ク
ト
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
ス
タ
ン
ド
（
ナ
カ
バ

ヤ
シ
）
ら
を
選
び
、
記
者
会
見
に

先
だ
っ
て
開
催
し
た
表
彰
式
で
、

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
贈
っ
た
。

　
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
株

式
会
社
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
（
西
村

彦
四
郎
社
長
、
大
阪
市
）
は
、
鹿

児
島
工
場
（
鹿
屋
市
吾
平
町
）
の

敷
地
を
拡
張
し
、
２
階
建
の
筆
記

具
組
み
立
て
工
場
棟
と
事
務
厚
生

棟
の
建
設
工
事
を
、
９
月
よ
り
開

始
し
た
。
竣
工
は
６
月
の
予
定
。

　
鹿
児
島
工
場
の
既
存
の
敷
地
面

積
（
１
万
９
７
９
０
平
方
㍍
）
と
、

拡
張
す
る
敷
地
面
積
（
１
万
９
６

７
２
平
方
㍍
）
と
合
わ
せ
て
、
計

３
万
９
４
６
２
平
方
㍍
の
広
大
な

敷
地
面
積
と
な
る
。

　
同
社
は
創
業
１
０
０
周
年
の
記

念
の
年
に
主
力
工
場
の
鹿
児
島
工

場
を
拡
張
し
、
生
産
力
ア
ッ
プ
を

図
る
と
と
も
に
、
工
場
間
接
部
門

を
集
約
し
、
働
く
環
境
を
整
え
る

こ
と
で
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
業
務
効

率
の
向
上
を
実
現
し
て
い
く
。

　
株
式
会
社
日
興
商
会
（
藤
縄
修

平
社
長
、
尼
崎
市
）
は
、
今
年
に

引
き
続
い
て
、
来
年
２
月
に
開
催

予
定
の
「
第
55
回
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ

フ
ェ
ア
」
の
中
止
を
９
月
付
け
で

発
表
し
た
。

　
中
止
の
理
由
に
つ
い
て
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
に
は

ま
だ
ま
だ
時
間
を
要
す
る
不
安
定

な
状
況
の
中
で
、
来
場
者
を
は
じ

め
、
仕
入
れ
先
・
パ
ー
ト
ナ
ー
や

弊
社
社
員
の
安
心
・
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
展
示
会
の

主
旨
で
あ
る
、
見
て
・
触
れ
て
・

感
じ
て
も
ら
う
『
オ
フ
ィ
ス
フ
ェ

ア
創
り
の
実
感
・
体
感
フ
ェ
ア
』

の
実
現
も
困
難
で
あ
る
と
判
断
し

た
」
と
説
明
。

　
フ
ェ
ア
中
止
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、「
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
フ
ェ
ア
は
、

同
社
営
業
活
動
で
は
紹
介
し
き
れ

な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
の
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
顧
客
に
直
接
案
内
で
き
る

場
で
あ
り
、
こ
の
不
足
が
出
な
い

よ
う
に
、よ
り
多
く
の
情
報
・
タ
ー

ゲ
ッ
ト
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
込
ん

だ
企
画
を
今
後
実
行
し
て
い
く
」

と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
た
な
顧
客
と
の
接
点

の
創
出
並
び
に
既
存
顧
客
と
の
グ

リ
ッ
プ
強
化
の
一
環
と
し
て
、
今

春
発
刊
の
情
報
誌
「
エ
ン
ジ
ョ

イ
！
ニ
ュ
ー
ス
タ
イ
ル
」
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
を
、
テ
ー
マ
や
シ
ー

ン
に
絞
っ
た
内
容
で
随
時
発
信
し

て
い
く
予
定
。

　
一
般
財
団
法
人
日
本
文
具
財
団

（
森
静
雄
理
事
長
）
は
、
湯
島
天

満
宮
で
の
文
具
の
日「
修
祓
の
儀
」

に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
及
び
緊
急
事
態
宣

言
延
長
の
発
令
を
受
け
て
中
止
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

鹿
児
島
工
場
の
完
成
予
想
図

最優秀賞などを表彰
「日本文紙ＭＥＳＳＥ大賞」創設

ポータブル電動ホッチキス

鹿
児
島
工
場
の
建
設
工
事
開
始

サ ク ラ
クレパス

文
具
の
日

修
祓
の
儀
中
止

来
年
２
月
の
フ
ェ

ア
中
止
決
め
る

〇
…
日
興
商
会

９
月
29
日
～
10
月
１
日

Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｔ
関
西
な
ど
８
展
開
催

文紙MESSE大賞入賞者と主催者ら

工
場
と
事
務
厚
生
棟

グランプリにマックス


